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Abstract: In contemporary society, a wide range of entertainment has become prevalent, leading

to an increasing complexity in viewers’ preferences and tendencies. This research proposes a

method for clustering television viewers based on different viewing tendencies, utilizing non-specific

television viewing data collected from five local television stations. The aim is to grasp individual

viewing tendencies, enabling more effective and targeted approaches in areas such as program

production, timing for commercial broadcasts, and business utilization. The goal is to enhance

understanding and facilitate more tailored strategies in these aspects.

1 はじめに
近年，急速なテクノロジーの進展により，テレビの
視聴環境は大きく変化している．特に，テレビをイン
ターネットに接続し，データ放送コンテンツや動画配信
サービスを活用する視聴者が増加している．インター
ネットに接続されたテレビからは，各視聴者がいつ，ど
の番組を視聴していたかといった情報を収集すること
が可能であり，テレビ放送局や，テレビ製造メーカー
が視聴履歴データを収集している．これら各視聴者の
視聴データは，従来の視聴率等のデータに加えて，番
組制作や CM放映タイミングなど営業活動において，
新たな価値を生み出すビッグデータとして，放送局の
みならず，スポンサーや広告代理店からも活用が期待
されている．
本研究で扱う「非特定テレビ視聴履歴データ」とは，
視聴者の個人情報を含まず，視聴者の許諾なしにオプ
トアウト方式で収集されるデータを指す．このデータ
は，視聴者がテレビをインターネットに接続すること
で取得され，視聴者はデータ放送画面から提供を拒否
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することが可能である．収集される情報には視聴開始・
終了時刻やテレビ ID，視聴チャンネルが含まれ，これ
らは個人情報や視聴者属性を取得しない．これらの形
式で収集されたデータは，一般社団法人放送セキュリ
ティーセンター（SARC）が策定した「オプトアウト方
式で取得する非特定視聴履歴の取扱いに関するプラク
ティス」[1]に基づき，放送局以外への第三者への提供
の禁止，データの保存期間を定めており，一定の期間
が経過したのちに削除される．
オプトアウト方式のデータ収集方法の利点は，多く
のデータを能動的な視聴者の負担なく収集できる点が
挙げられる．しかし，あらかじめアンケート等で視聴
者の個人属性や視聴者属性を調査するオプトイン方式
と違い，本手法ではこれらのデータが欠如しているた
め，視聴者の具体的な趣向や層の分析が難しいという
課題がある．そこで本研究では，オプトアウト方式で
収集された非特定テレビ視聴履歴データ (以下，非特定
テレビ視聴履歴データ)を用いて，視聴者群全体の傾向
を分析し，放送コンテンツの改善や新たなサービス開
発に資するアプローチを検討する．これにより，個人
情報を利用せずとも，有効な視聴者データの活用が可
能とし，放送メディアのサービス向上に寄与すること



を目的とする．
そこで現在，在阪の 5つの民間放送局では，非特定テ
レビ視聴履歴データの新たな価値創出に向けて，放送
局間での非特定テレビ視聴履歴データの連携技術検証
と連携データ活用に向けた共同技術実験 [2]を実施して
いる．本研究では，これら実験で収集された非特定テ
レビ視聴データを基に特徴量を作成し，K-meansを用
いてテレビ視聴者を異なる視聴傾向に基づいてクラス
タリングする手法を提案する．これにより，個別の視
聴傾向を把握し，番組制作や CM放映タイミング，営
業活用などにおいて，より効果的でターゲットに合っ
たアプローチを可能にすることを本研究の目的とする．
また，本研究では視聴習慣などが大きく変化するような
大型イベントがない通常の放送期間として 2023年 2月
20日～26日，2023 WORLD BASEBALL CLASSIC

（WBC）やサッカー日本代表戦，世界フィギュアスケー
ト選手権 2023等の大型のスポーツ番組が放送されてい
たイベント期間として 2023年 3月 20日～26日の 2つ
の期間に対して提案手法を適用し，通常とは異なる番
組が放送されているな期間にも提案手法が有効である
かを調査した．結果として提案手法を用いて 2つの機
関において様々な視聴傾向ごとに分類可能であること
を確認した．

2 関連研究
視聴履歴データの活用については様々な研究が実施
されており，本章では東芝製テレビから収集したデー
タを用いて視聴傾向の分析等を行った研究と，筆者ら
の研究グループによって研究されている，在阪 5局の
非特定テレビ視聴履歴データを用いた研究について紹
介する．

2.1 東芝製テレビを用いた大規模視聴履歴
データの分析

菊池ら [3] は，東芝製のネットワーク対応テレビか
ら収集された全国 24万台分の大規模視聴データを用い
て，リアルタイム視聴およびタイムシフト視聴を含む
テレビ番組の視聴実態と長期間にわたる視聴行動の変
化を分析した．菊池らの研究ではドラマ全話を通じた
視聴実態など，番組ジャンル別にどのような視聴傾向
を持っているかを明らかにし，一部ユーザのアンケー
ト回答を基に機械学習手法を活用してテレビ保有世帯
構成員の性年代属性を視聴傾向から推定する手法を提
案した．
また，水岡ら [4]は，菊池らと同様に東芝製のテレビ
視聴者に限定し，注目する視聴パターンに該当するか
どうかを判定する手法，および視聴パターンの推移を

自動抽出する手法を提案し，テレビ視聴データから得
られた視聴パターンの推移を自動抽出する手法の妥当
性を明らかにした．

2.2 在阪 5局非特定テレビ視聴履歴データ
の分析

放送局が収集している非特定テレビ視聴履歴データ
については，筆者らの研究グループによって研究されて
いる．松田ら [5]はテレビCM視聴がその後のインター
ネット検索行動に与える影響について，Google Trends

から１時間ごとの検索クエリのトレンドを取得し，CM
のメタ情報と組み合わせることで CMジャンルと検索
寄与度の関係を調査している．また吉村ら [6]はCMの
完視聴率にどのような地域差が存在するのか分析して
いる．このように視聴履歴データの活用が進められて
いるが，非特定テレビ視聴履歴データを用いて各視聴
者の視聴傾向を分類し，その分析結果を番組制作など
に活かせていないのが現状である．

3 提案手法
本研究では非特定テレビ視聴履歴データを用いて視
聴傾向別に視聴者をクラスタリングする手法を提案す
る．本節ではまず，クラスタリングに使用する特徴量
について述べ，次に視聴傾向の分析方法について説明
する．また本稿において，クラスタリング結果に対す
るラベル付や考察などは読売テレビの専門家の意見を
参考にしている．

3.1 特徴量抽出及びクラスタリング
このデータには各視聴者を一意に判別する ID，視聴
開始時刻と終了時刻，視聴していたチャンネル，視聴
した番組カテゴリが含まれている．本研究では分析期
間中に放送されたテレビ番組のカテゴリ別の累計視聴
時間を視聴者ごとに算出し，これらのデータを特徴量
として使用している．分析期間中に含まれる具体的な
番組カテゴリの一覧を表 1に示す．また，本研究では
クラスタリング手法としてK-meansを使用し，先述し
た特徴量を用いて分類し，各クラスタごとの傾向を考
察する．またクラスタ数は放送休止時刻と放送回数が
少ない番組カテゴリを除いた 10クラスとした．

3.2 ユーザ別視聴傾向分析
先述した特徴量を用いてK-meansによるクラスタリ
ングを行い，各視聴者（視聴 ID）がどのクラスタに属す



(a) 通常期間 (2023年 2月 20日～26日) (b) イベント期間 (2023年 3月 20日～26日)

図 1: t-SNEによるクラスタリング結果の可視化

るかを決定する．その後，非特定テレビ視聴履歴デー
タに含まれる視聴 IDを基に，非特定視聴データに対し
て本研究のクラスタリング結果を付与し，各クラスタ
に属する視聴者がどの時間帯にどの番組カテゴリを視
聴しているかを明らかにし，各カテゴリ別の視聴時間
を積み上げ棒グラフとして本稿では取り扱う．

4 実験
4.1 使用する非特定テレビ視聴履歴データ

について
本研究では，各視聴者がどの時間帯にどの番組カテ
ゴリを視聴していたかを調べるために，読売テレビ，毎
日放送，朝日放送，関西テレビ放送における非特定テ
レビ視聴履歴データを用いて実験を行う．本データは，
テレビ視聴データ連携に関する共同技術検証実験 [2]に
より，放送局間で連携されたデータであり，各視聴者
ごとの視聴開始/終了時刻，視聴チャンネル，視聴時間

表 1: テレビ番組のカテゴリ一覧

アニメ/特撮 スポーツ
ドキュメンタリー ドラマ
ニュース/報道 バラエティー
情報/ワイドショー 放送休止

映画 演劇/公演
趣味/教育 音楽

が記録されている．本データに対して放送スケジュー
ルを基に各視聴者がどの番組カテゴリを視聴していた
かを紐づける実験を行う．
本実験では，以下の２つの期間のデータを使用する．
１つ目は視聴習慣などが大きく変化するような大型イ
ベントがない通常の放送期間である 2023年 2月 20日
～2023年 2月 26日のデータを，２つ目は大型イベント
(WBC)やサッカー日本代表選，世界フィギュアスケー
ト選手権 2023等のスポーツカテゴリに属する番組が放
送されていた期間である 2023年 3月 20日～2023年 3

月 26日の非特定テレビ視聴履歴データを用いて分析を
行い，これら 2つの期間でどの程度視聴傾向に影響が
あるかを調査する．また，全件調査を実施するには非
常に多くの計算リソースを必要とするため，期間内の
データから全体の 10％の視聴者を抽出し実験を行って
いる．各期間におけるデータ数は，通常期間 5,910,986

件，140,748台，イベント期間 5,972,231件，141,264台
である．

4.2 分析と評価
各期間別にクラスタリングを実施し，各期間別に t-

SNEを用いて次元削減を行い，K-meansによるクラス
タリング結果を可視化したところ図 1のようになった．
通常期間とイベント期間で一部データが混ざっている
部分はあるものの，ある程度の傾向別にクラスタリン
グできていることが確認できた．さらに具体的にクラ
スタごとの番組カテゴリ別の視聴時間や視聴している
時間帯といった視聴傾向を分析したところ，両期間で



図 2: 番組カテゴリの対応色

特定の番組カテゴリを好む層や良く視聴する時間帯別
に分類できていることが確認できた．本研究では，専
門家の助言に基づき，クラスタごとの視聴時間を基に
１日のうちに複数時間テレビを視聴していると予想さ
れるヘビー層，不定期にテレビを視聴していると予想
されるライト層，これら 2つの中間に位置するミドル
層に分類した．これらに加えて，視聴する番組カテゴ
リ，視聴している時間帯の３つの観点からデータに対
してラベル付を行い，そのクラスに属する視聴テレビ
の傾向，属性について考察する．

4.2.1 通常期間における分析結果
通常期間においてクラスタごとの視聴傾向を可視化
した結果の一部を図 3～7に示す．ヒストグラムの中の
各色は図 2に示す番組カテゴリと対応している．グラ
フについては縦軸が累計の視聴時間，横軸が 0時から
24時までの各時間帯を表し，各目盛りは 15分ごとに
区切られている．

1. ヘビー層（図 3）の特徴
ボリュームゾーンは朝と夜，視聴ジャンルに偏り
が少ない．このクラスタでは 8時付近で一度視聴
時間が減少していることから，8時に仕事等で外
出する層と，昼間も在宅しテレビを視聴している
層の 2つが含まれていると予想される．

2. ミドル層（図 4）の特徴
ボリュームゾーンは朝，視聴ジャンルとしてはバ
ラエティの割合が少ない．8時から 8時 15分の
区間で一度視聴者が減っているのは同時間帯に放
送されているNHKの朝の連続テレビ小説を視聴
するためにチャンネルを切り替えていると予想さ
れる．同様に 19時にも視聴者が減っており，こ
ちらはNHKニュース視聴のための移動と考えら

れ，この層はNHKを好んで視聴する層だと予想
される．

3. ミドル層（図 5）の特徴
比較的日中も見ており，特定のボリュームゾーン
が存在しない．視聴ジャンルとしてはバラエティ
の割合が少ない．図 4と似た傾向が見られ，朝と
夜にはNHKを視聴するためにチャンネルを切り
替えていると考えられる．本クラスタは図 4と類
似する視聴傾向を持っているが，日中は学校や仕
事等で外出せず，比較的日中も在宅している層だ
と予想される．

4. ライト層（図 6）の特徴
ボリュームゾーンは早朝と深夜，視聴ジャンルと
しては音楽やアニメの割合が多い．このクラスタ
では視聴傾向が早朝や深夜にアニメを視聴してお
り，またバラエティの割合も他クラスと比較して
低いことから，深夜アニメが好きな比較的若い層
だと予想される．

5. ライト層（図 7）の特徴
ボリュームゾーンは朝に偏り，視聴ジャンルとし
てはアニメ，音楽，バラエティが少ない．比較的
朝早くからテレビを見ているものの，他クラスタ
と比較して 19時～22時のゴールデンタイムとい
われる視聴者が多い時間帯の視聴時間が短く，音
楽やアニメの視聴時間が少ないことから高齢者を
多く含む層だと予想される．

4.2.2 大型イベント期間における分析結果
通常期間においてクラスタごとの視聴傾向を可視化

した結果の一部を図 8～12に示す．結果としては，大
型イベント期間中の，各クラスタの視聴傾向を通常期
間と同じ観点から確認したところ似た傾向のクラスタ
に分類することができた．また大型イベントの影響を
受けている層や受けていない層などを確認することが
できた．本期間においてWBCは 3月 21日午前 7時

図 3: ヘビー層/朝・夜/偏り少



図 4: ミドル層/朝/バラエティ少

図 5: ミドル層/偏り少/バラエティ少

から 12時の間準決勝，3月 22日 7時から 12時 45分
の間に決勝戦を放送していた．またWBCのについて
は同日 19時から再放送が行われている．その他にも期
間中 3日間に渡って，19時から 2,3時間程度世界フィ
ギュアスケート選手権 2023が放送されていた．

1. ヘビー層（図 8）の特徴
ボリュームゾーンは朝と夜，視聴ジャンルは音楽
やバラエティが多い．このクラスタでは他クラス
タと比較するとスポーツの視聴割合が低く，WBC

には興味がないがテレビは好きな層だと考えられ
る．また音楽やバラエティの視聴割合が高いこと
こから女性を多く含んでいると予想される．

2. ミドル層（図 9）の特徴
ボリュームゾーンは朝と夜，視聴ジャンルはス
ポーツとバラエティが多い．通常期間と同様に，
NHKの朝の連続テレビ小説と NHKニュース視
聴のためのに NHKに移動していると考えられ，
この層は基本的に NHK を好んで視聴する層だ
が，WBC等の大型イベントにも興味がある層だ
と予想される．

3. ミドル層（図 10）の特徴
朝や日中はあまりテレビを視聴せず，夜間の試聴
時間が長いため，日中は学校・仕事等で外出して
いると考えられる．番組の視聴カテゴリを見ると
音楽やバラエティといった娯楽番組の割合は高い
が，スポーツの割合が低いため，WBCにはあま

図 6: ライト層/深夜・早朝/アニメ・音楽多

図 7: ライト層/朝/バラエティ少

り興味がない比較的若い層だと考えられる．

4. ライト層（図 11）の特徴
日中も見ている，視聴ジャンルとしては深夜アニ
メの割合が高い．他クラスタと比較してスポー
ツの視聴割合が低く，深夜アニメの視聴割合が高
く，深夜アニメ好きな層はWBC開催期間であっ
てもスポーツ番組等を見ない層だと予想される

5. ライト層（図 12）の特徴
ボリュームゾーンは朝と夜，視聴ジャンルはス
ポーツが多い．全体の視聴時間は短いながらも，
スポーツの割合が大きくなっており，普段あまり
テレビは見ないがWBCといったイベントは視聴
する層だと予想される．

図 8: ヘビー層/朝夜/音楽・バラエティ多



図 9: ミドル層/朝夜/スポーツ多

図 10: ミドル層/夜/音楽バラエティ多い

5 おわりに
本研究では，在阪の 5つのテレビ局で通常期間 (2023

年 2月 20日から 2023年 2月 26日)とWBCが放映さ
れていたイベント期間 (2023年 3月 20日から 2023年
3月 26日)で収集した非特定テレビ視聴履歴データを
用いて視聴テレビを異なる視聴傾向に基づいてクラス
タリングを行う手法を提案した．結果として，テレビ
の視聴時間，番組カテゴリ，視聴時間帯の 3つの観点
で視聴傾向別に分類可能であることが示された．また
通常の期間だけでなく，WBCといった特殊なイベン
トが放送されている期間でも同様に視聴傾向別に分類
できることが確認できた．今後は分析するデータ範囲
の拡大や，実際に番組制作や CM放映タイミング，営
業活用などに活かすことを目標とする．
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